第２０回　第４部会（産業労働）概要

日　時　平成２１年９月１日（火曜日）　午後６時３０分　～　午後８時

場　所　市役所　２階　第１委員会室

出席者　川田弘教（部会長）　山田正幸（副部会長）　石亀　裕　南部敏子　河村信義　大西　宏

　　　　平　秀里　川西　悟　
説明員　石山観光振興Ｇ総括主幹

事務局　松本政策Ｇ総括主幹　北村担当員　

議題　
①　室蘭まちづくりグループ・登別まちづくりグループの比較
　　石亀　　室蘭市民活動センターの資料を収集し提供してくれる
　　部会長　（仮称）市民活動センター設立のためのアンケート調査をとったときのまちづくり団体等の

　　　　　　一覧を資料として提供依頼したが、個人情報等の関係があるため外部へは出すことはできな

　　　　　　いとの報告を受ける
　　　　　　最新のパンフレット「きらり登別」と教育委員会の「人材バンクハンドブック」を資料とし
　　　　　　て提供される

石亀　　室蘭の現状は職員が積極的に活動し情報収集しなければ運営は難しい
　　　　活動センター登録は希望すれば室蘭以外でも登録できる
　　　　活動センターが登録されているグループを紹介するよりも直接連絡が多い
　　　　具体的な紹介は、センターとしてもこれを使ったガイドでも難しい

部会長　人材バンクパンフレットは更新中と報告される
　　　　今後の進め方についての提案

　　全市観光をテーマにして部会を運営したい

石山　　登別市の観光について
　　　　　　施設の在る所だけから市内全域を観光として売り込みたい。その為に地域をどの様に活かす
　　　　　かであり地域が活かされ、それが市街地へと広がり、近隣へも波及して行く。この流れの積み
　　　　　重ねが観光になると思っている。修学旅行では『体験から学ぶ』がテーマになっていて登別市
　　　　　は白老とタイアップしアイヌ文化の体験と宿泊を役割分担している。幌別鉱山に希望があるが
　　　　　宿泊はできても食事が難しく解決ができれば呼び込める。登別温泉ではインターネットで予約
　　　　　連泊する個人客が増えている。
　　

　　　　　　場所的な優位性よりも魅力があれば人は集まるようになって来ている

　　　　郷土資料館は展示方法を工夫すると見やすく興味を引く内容になるのではないのか
　　　　北海道の歴史を見たいとして開拓記念館を訪れるのだから、歴史の古い登別を活かせないか
　　　　地域にあるものを市民が見る、それを地域以外の人が見たり体験したりする、そして外部か

　　　ら興味をもった人が見に体験しに来る。このサイクルができれば全市観光につながる

②　運営委員会からの報告

自治推進委員会全体の現状と今後の進め方について協議している

次回　１０月　２日　金曜日　登別地区の案内について

